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歯科衛生士が
身につけておきたい基礎知識
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① 糖尿病と歯周病
糖尿病と歯周病は、どちらも慢性の疾
患です。糖尿病を有する患者さんは、
血管障害、免疫力の低下、創傷治癒不
全が認められ、易感染性であるといわ
れています。さらに、歯周病は、糖尿
病合併症の 1 つにあげられています。

う蝕や歯周病を予防するためには、歯
科医院に定期的に受診することをすす
め、適切な保健指導を学んでもらうこ
とが大切です。

② 糖尿病の患者さんの口腔内
糖尿病の患者さんは易感染性なだけでなく、唾液
の減少により口腔内の自浄作用が低下し、さまざ
まな口腔内疾患に対して高いリスクを抱えていま
す。その口腔内で見られる特徴を下の図に示しま
す。

③ 糖尿病の患者さんが歯科受診する際のチェックポイント
問診だけでなく、糖尿病連携手帳の内容と検査値もチェックしておきましょう。

■ 既往歴および服用薬の確認	
これまでの糖尿病に関する治療内容や、入院歴、栄養指導、糖尿病教室受講歴など
を把握しておくことが必要です。

■ 糖尿病連携手帳の有無を確認
糖尿病連携手帳には（歯周病・口腔清掃・出血・口腔乾燥・咀嚼力・現在歯・イン
プラント・義歯・症状・次回受診）といった情報が記載されています。来院時には
持参してもらい内容を確認しましょう。糖尿病はかかりつけ医と上手な連携をとる
ことで歯科からも改善が望めます。そのためにかかりつけ医を確認し、糖尿病連携
手帳を活用しましょう。

■ コントロール状態の把握
検査値（HbA1c、空腹時血糖、食後２時間値）からコントロールの状態を把握します。
合併症予防のための HbA1c 目標値は 7.0% 未満ですが、低血糖などの副作用を考
慮して個別に設定されているため、7.0％以上の患者さんについてはコントロール
状態について内科担当医に照会しましょう。

検査値と合併症予防のための目標（成人、妊婦は除く）　　　　　

検査値 　合併症予防のための目標

HbA1c 7.0% 未満

空腹時血糖値 130mg/dL 未満（おおよその目安）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（一般社団法人日本糖尿病学会：糖尿病治療ガイド 2016-2017 を参照）

■ 低血糖症状の有無
治療中は、特に低血糖による意識
低下に注意が必要です。今までそ
うした経験があるか、その際、本
人が対処できているかを確認しま
しょう。また、低血糖の状態を避
けるために、空腹時の診療は控え
る必要があります。

歯周病健康な状態

細菌の数：増加

歯垢（プラーク）・歯石

歯肉が炎症を起こし
て赤く腫れている

歯槽骨が溶け
始めている

歯肉

歯槽骨

糖尿病と歯周病は相互関係
にあり、血糖コントロール
が悪いと、口の中にも症状
が現れます。

Point

　① 唾液分泌量の低下
　② 高いう蝕活動性
　③ 歯肉の炎症初見と歯槽骨破壊の進行
　④ 創傷治癒不全・易感染症

糖尿病患者の口腔内の特徴

歯周病の原因は歯垢の中に存在する細菌

糖尿病歯周病

糖尿病と歯周病には密接な関わりがあります。

生あくび、動悸、冷や汗、けいれん、意識低下は低血糖症状のサイン
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④ 糖尿病の患者さんの口腔のケアと指導の実践  

初診時、問診で確認すること

■ 診断名、現在の治療内容について
■ 既往歴
■ 内服薬について
■ 合併症について
 　細小血管障害（神経障害・網膜症・腎症）
 　大血管障害（壊疽・脳梗塞・狭心症・心筋梗塞）など

口腔のケア中に注意すること

■ 低血糖症状の出現：生あくび、冷汗、動悸、けいれん、意識低下。
■ 易感染性のため歯周病の悪化や治癒遅延を招きやすい状態になっています。

口腔のケア後に注意すること

■ 定期受診の必要性：糖尿病の合併症が発症しない状態を維持するためにも歯科定期
受診が必要であることを説明します。

■ 患者教育
・患者さんの口腔内の現状を理解してもらいます。
・内科で受けた栄養指導の内容が実践できるような口腔の健康を維持します。
・禁煙・減煙を促します。
・セルフケアの確立：来院し治療を受けるだけでは歯周病も糖尿病も良くならない

ので、セルフケアが治療成功のカギとなることを説明します。

＜糖尿病の合併症＞
糖尿病の合併症は下の図に示すように、細小血管障害「し・め・じ」（神経障害、網膜症、
腎症）や、大血管障害「え・の・き」（壊疽、脳梗塞、狭心症・心筋梗塞）があげら
れます。

＜妊婦と糖尿病＞
妊娠時に糖尿病だった場合、正常血糖の妊婦に比べ糖尿病になる危険が 7.4 倍高くな
るという報告もあります。特に妊娠中期以降は、血糖値が上昇しやすくなっています。
診療室で妊婦さんや妊娠の可能性がある方に接する機会があれば、女性のライフサイ
クルを考えた視点で接したいものです。

＜歯周病の治療と糖尿病＞
2 型糖尿病に罹患している患者さんに対して歯周治療を行うと、歯周治療を行って
いない患者さんと比較して、HbA1c 値が平均 0.4％低下すると言われています。
HbA1c 値が 1％下がると大血管系の心筋梗塞が 14％、狭心症は 12％、小血管系の
微小血管障害が 37％、さらに末梢血管疾患が 43％リスクが低下するという報告があ
ることからもわかるように、合併症予防のために血糖コントロールは必須です。

＜糖尿病教室＞
糖尿病教室は、糖尿病の患者さんに糖尿病を正しく
理解してもらい、適切な血糖管理ができるよう教育
する場です。当院の糖尿病教室には、医師・歯科医師・
看護師・管理栄養士・薬剤師・理学療法士・臨床検
査技師・歯科衛生士が係わっており、それぞれの視
点から患者教育を行っています。また、HbA1c の
値が７％を超えている患者さんには歯科受診をすす
めています。

計画・スケジュール

糖と結びついたヘモグロビンが何％あるかを示す値で、採血時点から過去 1 ～ 2 ヵ月の血糖の状態を表
しています。正常値はおおよそ 6.0% 未満。コントロール状態の目安になっており、合併症予防のための
HbA1c の目標値は 7.0% 未満とされています。

HbA1c（ヘモグロビン・エイワンシー）とは？
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